
Ｒ６ ご意見 

 

 

 

 

内容 申出 対応 

他クラスの子から叩かれそうに

なったと聞いた。混合で遊ぶと

きは、よく注意をしてみてほし

い。 

連絡帳 クラス担任から様子を説明 

外遊びを含め、気をつけて子供同士の様

子をみていくこととしました。 

子供達それぞれの思い、社会性を尊重し

た保育をおこなっていきます。 

ユニフォームを着用することに

抵抗感があり、スムーズに着用

して登園出来ないことがある。

自身でも着れないことを気にし

ている。先生から「家で着てき

てね」と言われてしまうと、ま

だ心の準備ができていないの

で、もう少しあたたかい目で見

守ってほしい。 

口頭 可能なときは、登園後にユニフォームへ

着替えをおこなうなど、抵抗感なく活動に

参加出来るよう、本児の思い、保護者の

思いをしっかりと受け止めて対応してい

きます。 

 

 

保育園へ行きたくないと言うこ

とが続いている。「鍵盤ハーモニ

カが嫌だ」「先生がトイレに行っ

たらダメだっていう」と話して

いる。 

口頭 子供の思い、意思を尊重する対応をおこ

なっていきます。 

心配なことがあれば遠慮無く、保育の様

子を見に来ていただきたいと思います。 



Ｒ７ ご意見 

内容 申出 対応 

３月から４月の間で５回も噛みつきにあ

っている。 

この状況を保育園として、どうとらえてい

るのか？ 

連絡帳 

 

噛みつきの回数としては多いと認識しています。 

友達とのコミュニケーションと発達上のことでは

ありますが、大変にご心配をお掛けしている状況で

あり、今後も園児同士の噛みつきや引っかきを未然

に防ぐ対策を講じていきます。 

噛みつきをおこなった園児の保護者へ

は、どのように説明し、対応しているの

か、園の方針を知りたい 

連絡帳 

 

ケガ等が起きた場合には、両者の保護者へ状況説

明をおこないます。あわせて、園としての改善点を

お伝えします。 

 年齢と怪我の程度にもよりますが、保護者へ加害

児、被害児の氏名を伝えることは避けています。 

（園の責任転嫁に繋がるため、また、保護者同士、

園児同士の関係性を配慮し対応するため） 

ただし、加害した事実はお伝えしています。 

各家庭の状況に応じ、よりよい親子のかかわり方

等の声掛けをおこない、面談などを設け保護者支援

をおこないます。 

噛みつきに際して、皮膚科を受診した方

がよいか、看護師の意見を聞きたい 

連絡帳 

 

今回の噛みつき事案では、園での保冷剤処置対応

でよいと判断しました。 

 当園の基本対応として、ガーゼで包んだ保冷剤で

噛まれた患部を５分程度冷やし様子を見ることとし

ています。場合に応じて、医療受診を検討していく

こととしています。 

今回の噛みつきへの対策、改善点を示し

てほしい 

連絡帳 

 

午睡前は、保育室内のスペースを区切り、半分ず

つ着替えをおこない、絵本を読んでゆったりと過ご

せるように、環境構成を見直しました。 

 他クラスからも１名のサポート職員を配置し、午

睡対応にあたるように改善しています。 

園児の動き、友達同士の関わり方を注視し、噛み

つきやすい子への対応を重点的に取ることとし、職

員間での情報共有を密におこないます。 

遊びのワンパターン化によるマンネリを防ぎ、飽

きさせない遊びを提案していきます。 


